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＜あらまし＞ インターネットを利 用 したいろいろな学 習 方 法 が提 案 されつつあるが，その

実 現 に新 しい電 子 教 材 開 発 が必 要 になる場 合 も少 なくない．我 々は，このような電 子 教 材

開 発 のためのコラボレーション基 盤 に，情 報 共 有 とコミュニケーションのためのツールである

Wiki を利 用 し，計 算 機 シミュレーションを用 いた物 理 教 材 等 の開 発 を進 めている．本 論 で

は，Wiki による電 子 教 材 開 発 コラボレーションとその効 果 について報 告 し，コラボレーショ

ンの維 持 と発 展 に必 要 な支 援 体 制 について議 論 する．  

キーワード：電子教材開発，Web 利用，Wiki，教材開発コラボレーション

1.  電子教材開発コラボレーション 

インターネットの普及は，ネットワークを通

じて配信される中から学習者が各自の興味，能

力に合わせて教材を選択して学習するために

必要な環境を整えつつある．ただし，効果的な

学習環境の構築までには多くの課題が残され

ており，その一つが教材を蓄積し，教材利用に

間する情報を共有する仕組みを築くことであ

る．現在，このためのいろいろなプロジェクト

が進行しているが，ここでは，優れた電子教材

を継続的に開発していくための支援体制に焦

点をあて，必要なシステムについて考える．  
教育効果の高い電子教材を作るには，教師の

持つ教育現場での経験，研究者の持つ専門的知

識と教材開発者の電子教材開発技術が融合し，

多くの学習者が持つ知識，目的に合わせて開発

を進め，学習者の意見を反映しつつ教材を改良
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していくといった体制が必要になる．特に規模

の大きな開発では，教師，研究者，開発者の役

割をそれぞれの専門家が分担しコラボレーシ

ョンする事で優れた教材の開発が可能になる．

このような開発では，複数の担当者間でのコラ

ボレーションを統括するマネージャーの下，効

率的な情報共有とコミュニケーションのため

のシステムを築くことが，プロジェクト成功の

鍵を握ると言っても過言ではない． 

2. 教材開発支援 Wiki サイト 

コラボレーションの基盤としてはWeb利用が

一般的である．特に，共有する情報の拡充，コ

ミュニケーションの活性化と参加者増大を図

るためにも，より簡易な形でアクセスできる環

境が望ましい．これを実現するWebツールとし

てWikiの利用が考えられる．Wikiでは，誰もが

掲載された情報をブラウザで閲覧できるだけ

でなく，簡単な操作で情報を掲載，修正するこ

とができる．例えば，パソコン上で開発中の教

材プログラムを掲載するだけであれば，ブラウ

ザを使ってサイトにアクセスし，マウスによる

操作を行うだけである．また，コミュニケーシ

ョンのための基本的なツールがあらかじめ用

意されており，新たなサイト構築も容易である． 
我々は，Wikiを電子教材の開発基盤として利

用し，計算機シミュレーションを用いた物理教

材等の開発を進めている．(稲垣ほか  2004) 
Wikiツールは，電子教材開発関係者間のコミュ

ニケーションを活性化するだけでなく，開発に

おける試行錯誤の履歴，各種記録の利便性を高

め，情報の蓄積が進む等の成果を上げている． 
このように，教材開発に有用なWikiサイトで

あるが，これだけで教材開発を進めることはで

きない．開発した教材を評価するためにも，教

材の配信は必須であるが，配信する教材の品質

保証，セキュリティー対策を行うには，教材開

発を統括するマネージャーにより掲載情報が

十分に管理されたサイトが必要となる．（図１） 
http://www.riise.hiroshima-u.ac.jp/ePhysics/ 
では，開発サイトと配信サイトを図１の形に分

け，教材開発を行っている．(稲垣ほか 2004b) 

3. まとめと今後の課題 

本論では，電子教材開発コラボレーションの

基盤環境としてWikiサイトの可能性について

議論した．容易にサイト構築が可能で，情報の

掲載，修正方法を簡単にしたツールは他にもあ

るが，普及状況，無料利用可能な事からも，教

育現場に最も導入し易いツールの一つである． 
Wikiを用いた教材開発コラボレーションは，

新たなプロジェクトの立ち上げ時には，手軽に

サイト構築が可能であるが，情報の蓄積が進む

と，サイトの再構成が必要になる．まず，蓄積

した情報の検索方法を準備しなくてはならな

い．このため，開発の進展状況に応じて，デー

タベースと連携した開発支援サイトを用意す

る必要がある．また，コラボレーション全体の

輪を広げ，コラボレーションを核とした新たな

コミュニティーが形成されることで，継続的な

教材開発の道が開けると考えている．そこでは，

マネージャー機能の分担が必要となり，教材配

信サイトへの教材掲載に審査体制を敷く等，さ

らなる体制とプロセスが必要になる． 
 
本研究は，文部科学省科学研究費補助金，特

定領域研究「新世紀型理数科系教育の展開研

究」の補助の下で実施しました． 

参考文献 

稲垣知宏，太田朱美，佐々井祐二，隅谷孝洋，

長登康，中村純，平方正樹，福永優 (2004) 
シミュレーションを用いた物理教育. 計算

工学会講演会論文集，9:721-724  
稲垣知宏，太田朱美，隅谷孝洋，長登康，中村

純，平方正樹，福永優 (2004b) ActionScript 
を用いたシミュレーション教材開発. 第2
回日本WebCTユーザカンファレンス予稿

集，31-35  

 

開発テンプレート

開発支援情報 

開発中教材 

掲示板 

開発課題 

利用例報告 

 

完成教材公開 

教材解説 

テキスト教材 

ワークシート 

アンケート 

著作権情報 

完成品 

教材配信サイト 開発支援サイト

評価 

図１：教材開発サイクル 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /OK
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


